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実行機能と好奇心は小学校の教科についての自己有能感に影響するのか：

学習への自己有能感に対する実行機能と好奇心の効果
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要約
　本研究では、小学校での各教科に対する自己有能感が、実行機能と知的好奇心によりどのように

影響されるのかを検討した。そのため、大学生を研究協力者として実行機能・知的好奇心・学習有

能感の質問項目を提示し回答を求めた。その結果、実行機能が高いほど、小学校時代における教科

に対する自己有能感が有意に高いことが認められた。また、知的好奇心と自己有能感との間に有意

な相関が見られた。これらの結果は、実行機能と知的好奇心を育てることが、小学校における教科

に対する自己有能感を高めるために重要であることを示唆している。
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Ⅰ．問題と目的
　子どもが学習を続けていくために重要な要

因の一つが、学習への意欲の強さである。そ

して、子どもの学習意欲を起こさせる原動力

が動機づけである。動機づけには、外発的動

機づけと内発的動機づけの二種類がある。外

発的動機づけによる学習とは、親・教師・仲

間など外部の人々から与えられる賞賛・承認

などを求めて、もしくは、他者からの罰を避

けるために学習を動機づけるものである。た

とえば、親や教師にほめられたいとか、怒ら

れないように勉強をするのは外発的動機づけ

に該当する。また、仲間から勉強ができるな

どと認められたいので学習するなども外発的

動機づけに当たる。他方、内発的動機づけに

よる学習とは、学習それ自体に動機づけられ

る学習である。たとえば、学習することで自

分が知らなかった新しい知識や考え方を知る

ことができる、未知のいろいろな事実の発見

がある、問題を解決する際にあれこれと考え

ることや答えを探しだすことが面白いので学

習するなどが、内発的動機づけに当たる。

　学校生活で、子どもが楽しく自信を持って

学習することは大変重要である。子どもが楽
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しく自信を持って学習をするためには、内発

的な動機づけに基づく学習をすることが重要

であり、子どもの内発的な動機づけを支援す

ることが有効であると考えられる。本研究で

は、内発的な動機づけに基づく学習を行うた

めに、実行機能と知的好奇心などの要因がど

のように影響するのかを検討した。

　それでは、楽しく自信を持った学習とは

どのようなものなのであろうか。内発的動

機づけに基づく学習を行うためには、子ど

もの内面に自己有能感(competence)を持てる

ような学習環境が必要である。自己有能感

はWhite(1959）によって提唱された概念で、

いろんな場面や課題において自分の能力を

用いて問題や課題を解決できるという自信

や信念を持った気持ちである。桜井(1983)が

Harter(1982)のコンピテンスの児童用の尺度

に基づいて日本語版を作成し、多くの研究で

この尺度が用いられている。

　自己有能感を持つことは、子どもが学校生

活に適応することや学習内容を主体的に学び

より深く幅広い学びをするために重要な要因

である。子どもがより自己有能感を持つこと

によって、学業成績が促進されることがいく

つかの研究で示唆されている（たとえば、青

野, 2015; 大園, 2007; 堀井, 2011など）。

　青野 (2015)は、自己有能感を持つことと学

業成績との関係を調べている。その結果、学

業成績と自己有能感との間で有意な正の相関

が認められた。この結果は、自己有能感をよ

り多く持つことにより、学業成績が優れるこ

とを示唆している。また、大園 (2007)は、理

科学習における感情を「自己決定感」と「有

能感」とに分け、動機づけとの関係を検討し

ている。その結果，自己決定感と有能感との

間には大きな相関関係が見られた。この結果

は、有能感が子どもや学生の学校生活での学

習にとって有効な要因であることを示してい

る。

　それでは、自己有能感はどのような支援に

よって促進することができるのであろうか。

これについては、いろんな角度から多くの研

究が行われている(長谷, 2012; 堀井, 2011; 森

沢, 2005; 大橋・山極・藤後・竹内・益井・伊

藤, 2008; 佐藤, 2016; 高杉・田中, 2004: 渡部, 

2019; 渡部・納富, 2019; 山極・大橋・伊藤・

益井・竹内・藤後, 2008)。

　こどもの学習を支援することが、自己有能

感を高めるために有効であることが示唆さ

れている。堀井 (2011)は、文字想起が困難で

自己有能感が低下した子どもに学習支援プロ

グラムを構築し、自己有能感を高める試みを

行っている。その結果、学習支援プログラム

で支援された子どもの自己有能感が高まり、

文字想起が促され正確な書字の量が増加し

た。これらの結果は、自己有能感が学習活動

を促進する要因であること、さらに自己有能

感を支援することが学業成績や学習活動に効

果があることを示唆している。

　自己有能感は学業面だけでなく、子どもが

学校生活に適応するためにも重要な要因であ

ることが示唆されている。渡部（2019）は、

不登校生徒や不登校の兆候のある生徒にタブ

レット学習を使って自己有能感を向上させる

学習支援を行っている。その結果、これらの

学習支援によって、子どもの自己有能感が高

まることが示されている。これらの結果は、

自己有能感が学業成績など学習活動に有益な

効果をもたらすと共に、学校生活での適応に

も有効であることを示唆している。また、渡

部・納富(2019)も、タブレット学習による個

別の学習支援をおこなうことが，不登校の生

徒や学習適応感の低い生徒の学業についての

自己有能感を高めることを示唆している。

　運動に対する自己有能感の支援についての

研究も認められる。山極・大橋・伊藤・益井・

竹内・藤後 (2008)はコーディネーション能力

と自己有能感の効果を検討している。コー

ディネーション能力とは、いろんな場面を目

などの感覚器で認識し、それを脳で判断し、

筋肉を動かす筋・神経による一連の運動過程

をスムーズに行う能力である。そのコーディ

ネーション能力を養うコーディネーショント

レーニングを一定期間持続して実践すること

で、小学生の運動能力の自己有能感が高める

ことが報告されている。また、大橋・山極・

藤後・竹内・益井・伊藤(2008)は、コーディネー

ショントレーニングの効果は運動面の自己有
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能感だけでなく、友達やクラスに受け入れら

れるという社会的有能感にも効果が波及する

ことを報告している。

　さらに日本語を習得していない子どもの日

本語教育にとっても、自己有能感が有効であ

ることが報告されている。佐藤(2016)は、帰

国児童に対する日本語教育での自己有能感に

ついて検討を行っている。読むことや書くこ

とに自己否定感を持っている帰国児童に対し

て、できることや伝わることについての自信

を持たせることを重視する子ども主体の日本

語支援を行っている。その支援をすることに

より、対象児は日本語の力を獲得し、自己有

能感を持ったことを報告している。この結果

は、子ども自身にできるということを実感さ

せる子ども中心の支援が自己有能感にとって

重要であることを示唆している。

　また、森沢 (2005)は、日本語を母語としな

い子どもであるJSL児童の自己有能感を育成

することを試みている。支援をするに際し、

Vygotsky (1967)の最近接領域理論、スキャホー

ルディング、スパイラル指導法を用いてJSL

児童に日本語教育を行い、自己有能感を育成

しようとした。たとえば、JSL児童の有能感

と自己有能感を育成する日本語指導として、

単語カードを使って単語の意味の確認や単語

カードを使ったゲームなどの語彙指導や本文

指導などを日本語教育の支援で用いている。

その結果、これらの支援によって自己有能

感に効果が見られた。この結果は、支援者は

JSL児童の最近接領域を理解し、カリキュラ

ムを低次から高次に引き上げていき、そのレ

ベルで必要な足場作りを行っていることが重

要であることを示している。この支援で、子

どもはできることや分かることを多く体験す

し、その結果として自己有能感が育ったこと

を示唆している。

　児童だけでなく、修学前の幼児の自己有能

感を育てる支援についての研究も認められ

る。高杉・田中 (2004)は、幼稚園児に対して

実験保育を行い、その保育が子どもの自己有

能感を促進するのかをどうかを検討してい

る。実験保育では、何を行いたいのかを子ど

も自身が考えて保育を選択するものである。

この保育では、子どもが遊びながら自ら考

え行動し決断できる自主性を育てる保育であ

る。自己有能感についてはこころカードとよ

ばれる満足度テストで測定した。その結果、

通常保育に比べ実験保育において幼児の高い

満足度が得られた。また、各幼児の行動か

ら、幼稚園での交際関係の広がること、家庭

で親などに幼稚園での実験保育の様子を積極

的に話すなど自己有能感を示す行動が多く見

られた。また、長谷(2012)は、幼児の自己有

能感を育てる保育の在り方について検討して

いる。その結果、保育士が保育で子どもにス

キンシップをしたり、励ましたりするなどプ

ラスのストロークをすることが幼児の自己有

能感を高めることが認められた。このように、

幼児においても、保育の仕方を工夫すること

で自己有能感が育つことが示唆される。

　本研究では、小学校の教科目に対する自己

有能感がどのような要因によって促進される

のかを検討する。自己有能感を促す要因とし

て、特に実行機能と知的好奇心に焦点を当て

て検討しようとした。

　まず、第一の要因である実行機能による自

己有能感の影響について検討した。実行機能

(executive function)とは、自分の課題の目標を

達成するために自分の思考と行動を調整する

認知機能である (Miyake, et al., 2000)。この実

行機能は、目標に向かって安定した学習活動

を行う上で重要な機能であり、自己有能感に

も重要な役割を持っていると予想される。実

行機能は、ルールを切り替える「Shifting機

能」、情報をモニタリングし更新する「Updating

機能」、優勢反応を必要に応じて抑制する

「Inhibition機能」で構成されている。実行機能

は、幼児期の頃に発達すると仮定されている

（新川・桜井, 2003; Frye et al.,1995; 浮穴・橋本・

出口, 2006; Zelazo et al., 1996)。また、実行機

能は、相手の気持ちを推測する能力である心

の理論(Theory of Mind)の発達とも関連し、子

どもの対人関係や社会的行動にとって重要な

役割をすることが示唆されている( Carlson, 

Moses, & Hix, 1998; Carlson & Moses，2001; 

Frye, Zelazo, & Palfai，1995；Hughes，1998；

神井・藤野・小池, 2015; 小川, 2007, 2011;  
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小川・子安,2008; 志波, 2007; 島・桑原・東郷・

森, 2016)。また、社会的スキルを獲得する上

でも、実行機能が有効な役割をしていること

が示唆されている（永野・清水, 2016）。

　第二の要因として、知的好奇心による自己

有能感の影響について検討したい。自己有

能感を持つためには、知的好奇心が重要な

役割をすることが予想される。知的好奇心

は内発的動機づけを促す働きがあり、そのこ

とが子どもの学習に対する自信や興味・やる

気など自己有能感を育てる要因になると仮定

できる。それでは、知的好奇心はどのように

して喚起されるのであろうか。Berlyne(1965)

は、認知的葛藤を生じさせることで、知的好

奇心が生じることを仮定している。稲垣・波

多野(1971)は、子どもが持っている知識とは

矛盾する情報を与えることで認知的葛藤を促

す授業を行った。認知的葛藤を経験すること

で子どもが授業内容に知的好奇心を持ち、内

発的な動機づけを持った学習が生じるのかを

検討している。その結果、認知的葛藤を促す

授業により積極的に学習することが認められ

た。この結果は、知的好奇心が内発的動機づ

けを促進し、学習に対する興味や自信が促進

されることを示唆している。そのため、知的

好奇心が強いほど、自己有能感が強いのでは

ないかと予想される。ところで、西川・雨宮 

(2015)は知的好奇心を測定する尺度を開発し

ている。知的好奇心を測定する尺度は、拡散

的好奇心（diversive curiosity）と特殊的好奇

心(specific curiosity)で構成されている。拡散

的好奇心は、新奇な情報や知識を求めて方向

性を定めず探索行動を行うことを動機づける

ものである。他方、特殊的好奇心は、矛盾あ

るいは情報の不整合に対して，方向性を定め

て探索行動を行うことを動機づけるものであ

る。本研究では、この知的好奇心の尺度を用

いて知的好奇心を測定し、自己有能感との関

係を調べた。

　本研究では、学校における各科目の自己有

能感が、実行機能と知的好奇心によりどのよ

うに影響するのかを検討したい。上述したい

くつかの研究から、実行機能と知的好奇心は

学習に対して能動的で主体的な学習を促進す

ると考えられる。そこで、より優れた実行機

能とより強い知的好奇心を持っている者ほ

ど、学習に対する自己有能感が強いことが予

想される。

Ⅱ．方法
１）研究協力者

　研究協力者は大学生61名であった。内訳は、

男子学生51名、女子学生8名、記載漏れによ

る性別不明の者が2名であった。平均年齢は

19.02歳で、年齢範囲は18歳から22歳であっ

た。

２）研究計画

　本研究は、２×２×４の混合要因の研究計

画で実施された。第1の要因は実行機能の高

低、第2の要因は知的好奇心の高低、第3の要

因は小学校における4科目（国語・社会・算数・

理科）についての自己有能感であった。実行

機能と知的好奇心は協力者間要因であり、自

己有能感は協力者内要因であった。自己有能

感を従属変数とし、実行機能と知的好奇心を

独立変数とした。

３）研究手続き

　研究協力者に調査用紙を渡し、調査の協力

を依頼した。調査を依頼する際、研究協力者

に、本研究の目的を説明し、研究協力者に

は調査を同意もしくは拒否する権利があるこ

と、調査データに関して匿名でなされ、研究

者には守秘の義務があること、研究結果を社

会にフィードバックするため学会誌等に公表

することを説明し、調査に参加することを依

頼した。さらに、調査は匿名で個人が特定さ

れないこと、成績等に影響しないこと、調査

を拒否したい場合は調査用紙を提出する必要

がないことなどを説明した。

　調査項目は、調査内容説明文、フェースシー

ト、実行機能・知的好奇心・自己有能感につ

いての質問項目で構成されていた。

　調査説明文では、研究者倫理に基づいて、

研究題目、研究の目的、研究データの使用さ

れる範囲、守秘の義務、社会的フィードバッ

クについて記述した。また、フェースシート
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では、研究協力者の年齢、性別についての質

問を行った。

　実行機能の質問項目については、関口・

紺田・中山(2009)の作成した実行機能の項

目から12項目を抽出して用いた。実行機能

の尺度は、Shifting (メンタルセットの移行)、

Updating (情報の更新と監視)、Inhibition (優位

な反応の抑制)の3つの下位機能それぞれ4項

目、合計12項目で構成されていた。たとえ

ば、Shiftingの項目では、「問題があっても状

況や相手に沿って対応できる」「新しい考え方

をどんどん取り込んでいける」などの項目が

含まれていた。Updatingの項目では、「複数の

人からの相談をされても、同時進行で上手に

対応できる」「話題が変わっても、すぐに話に

ついて行ける」などの項目が含まれていた。

Inhibitionの項目では、「集中すると、周りの雑

音など気にならない」「周りに人がいても集中

できる」などの項目が含まれていた。これら

の質問項目に対して、回答は、「全くそうでは

ない」から「全くそうである」の４件法で答

えを選択するようになっていた。

　知的好奇心の質問項目については、西川・

雨宮 (2015)の知的好奇心尺度を用いた。知的

Table 1　実行機能と知的好奇心が自己有能感に及ぼす影響

低実行機能 ・
低好奇心

低実行機能 ・
高好奇心

高実行機能 ・
低好奇心

高実行機能 ・
高好奇心

　 M SD 　 M SD 　 M SD 　 M SD

国語 2.94 0.91 2.54 0.93 2.80 0.75 3.16 0.59

社会 2.39 0.89 2.62 0.92 2.50 0.92 2.95 0.83

算数 2.33 1.11 2.23 1.25 2.40 1.11 2.95 1.05

理科 2.06 1.08 2.15 0.53 2.10 0.54 3.37 0.93

注：Mは平均、SDは標準偏差を示す。
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Figure 1　各科目における自己有能感
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好奇心尺度は、拡散的好奇心と特殊的好奇心

の2つの好奇心それぞれ6項目、合計12項目で

構成されていた。たとえば、拡散的好奇心の

質問項目には、「新しい事に挑戦することは好

きだ」「どこに行っても、新しい物事や経験を

探す」などの項目が含まれていた。特殊的好

奇心の質問項目には、「はっきりとした明快な

答えが出るまでずっと考える」「物事を学ぶ時

には、徹底的に調べたい」などの項目が含ま

れていた。これらの質問項目に対して、回答

は、「全くそうではない」から「全くそうであ

る」の４件法で答えを選択するようになって

いた。

　自己有能感についての質問項目は、小学校

の教科目（国語、社会、算数、理科）を提示

し、それぞれの教科について、研究協力者が

小学校時代にどの程度得意であったかを想起

して、自己評定するように依頼した。評定で

は、「大変得意」「得意」「苦手」「大変苦手」の４

件法で答えを選択するようになっていた。
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Figure 2　実行機能×知的好奇心の交互作用

Table 2　分散分析表

　 SS df MS F p

実行機能 7.68 1 7.68 5.68 *

知的好奇心 5.21 1 5.21 3.85 +

実行機能×知的好奇心 6.90 1 6.90 5.10 *

Sub 75.77 56 13.35

教科目 6.46 3 2.15 2.81 *

教科目×実行機能 3.64 3 1.25 1.58 ns

教科目×知的好奇心 1.51 3 0.50 0.65 ns

教科目×実行機能×知的好奇心 1.60 3 0.53 0.70 ns

s×教科目 128.95 168 0.77 　 　

Total 237.72 239

Note: +p<.10  *p<.05  **p<.01
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Ⅲ．結果
　データを分析するに際して、本研究に参加

した61名のデータの内、回答が不完全な1名

のデータがあったので、そのデータについて

は分析から削除した。したがって、60名の回

答に基づいて分析を行った。

１）  実行機能と知的好奇心が教科目の自己有

能感に及ぼす影響についての分析

　分析に際して、60名の研究協力者を実行機

能と好奇心の高低に基づいて、「低実行機能・

低好奇心群」、「低実行機能・高好奇心群」、「高

実行機能・低好奇心群」、「高実行機能・高好

奇心群」の4群に分類した。研究協力者を、

以下の示した手順に従い、実行機能と知的好

奇心の得点に基づいて4条件に分類した。実

行機能の合計点の平均は30.28（SD=4.45）で

あった。そこで、実行機能得点が31点以上の

者を高実行機能者、実行機能得点が30点以下

の者を低実行機能者として分類した。また、

知的好奇心の合計点の平均は31.22（SD=5.47）

であった。そこで、知的好奇心得点が31点以

上の者を高知的好奇心者、知的好奇心得点が

30点以下の者を低知的好奇心者として分類し

た。これらの手順により研究協力者を、低実

行機能・低好奇心群18名、低実行機能・高好

奇心群13名、高実行機能・低好奇心群10名、

高実行機能・高好奇心群19名に分類した。

　Figure1は、科目ごとの自己有能感の平均値

を図示したものである。また、Table1は、4

群の自己有能感の平均と標準偏差を科目ごと

に示したものである。全体的に、算数と理科

に対する自己有能感が高く、国語に対する自

己有能感が低い傾向が見られる。また、実行

機能が高いほど、各科目に対する自己有能感

が高い傾向にある。そこで、２（実行機能）

×２（知的好奇心）×４（教科目の自己有能

感）の混合要因による分散分析を行った。

　その結果、実行機能の主効果が有意で

あり、実行機能が高いほど自己有能感が

有意に高いことが認められた(F (1,56)=5.68, 

p<.05)。また、教科目の主効果も有意であっ

た(F (3,168)=2.81, p<.05)。教科目については、

国語よりも理科の方が、自己有能感は有意

に高いことを示している。さらに、実行機

能×知的好奇心の交互作用も有意であった

(F (1,56)=5.10, p<.05)。Figure2は実行機能×知

的好奇心の交互作用を図示したものである。

そこで、Holm法を用いて個々の差を検定した

ところ、以下の結果が得られた。低実行機能

群では、高知的好奇心者と低知的好奇心者の

自己有能感に有意な差は見られなかったが、

高実行機能群では高知的好奇心者よりも低好

奇心者の自己有能感が有意に高かったことが

明らかになった(p<.05)。

　また、知的好奇心の主効果は有意な傾向が

認められ、低好奇心者よりも高好奇心者の自

己有能感が強い傾向にあることが認められた

(F (3,168)=2.81, p<.10)。しかし、その他の交

互作用は有意でなかった。

２） 実行機能・知的好奇心・自己有能感につ

いての相関係数

　要因間の関連を調べるため、相関係数を用

いて分析した。そのため、実行機能と自己有

能感、知的好奇心と自己有能感、実行機能と

知的好奇心、教科目間の相関係数について分

析した。

Table 3　各教科目における実行機能と自己有能感との相関係数

　 実行機能

　 Shifting Updating Inhibition

自己有能感

国語 0.151 0.295* 0.257* 

社会 0.346** 0.333** 0.063

算数 0.262* 0.184 0.113

理科 0.531** 　 0.272* 　 0.217

注：*はp<.05   **はp<.01を示す。
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実行機能と自己有能感との相関係数

　教科目ごとに、実行機能と自己有能感との

相関係数を求めたところ、Table3の結果が認

められた。まず実行機能の下位機能（Shifting

機能、Updating機能、Inhibition機能）と各教

科での自己有能感との相関係数については、

以下の通りであった。Shifting機能については、

社会、算数、理科の自己有能感との相関が有

意であった。Updating機能については、国語、

社会、理科の自己有能感との相関が有意で

あった。Inhibition機能では、国語についての

自己有能感との相関のみが有意であった。

知的好奇心と自己有能感との相関係数

　教科目ごとに、知的好奇心と自己有能感と

の相関係数を求めたところ、Table4の結果が

認められた。知的好奇心の下位機能と各教科

での自己有能感との相関係数については、以

下の通りであった。拡散的好奇心では、理科

についての自己有能感との相関が有意であっ

た。特殊的好奇心では、算数と理科について

の自己有能感との相関が有意であった。

実行機能と知的好奇心との相関係数

　実行機能と知的好奇心との相関を求めたと

ころ、Table5の結果が得られた。Shifting機能

では、拡散的好奇心と特殊的好奇心の両方の

好奇心との相関が有意であった。Updating機

能では、拡散的好奇心との相関が有意であっ

た。Inhibition機能でも、拡散的好奇心との相

関が有意であった。

教科目間の相関係数

　自己有能感を指標として、教科目間の相関

係数を求めたところ、Table6の結果が得られ

た。国語と社会の有能感は有意に相関してい

た。また、理科と社会の間、理科と算数との

間の相関係数も有意であった。

Table 6　自己有能感による教科目間の相関系

国語 社会 算数 理科

社会 0.545* 1.000 　 　

算数 -0.067 -0.073 1.000

理科 0.251 0.298* 0.489* 1.000

注：*はp<.05   **はp<.01を示す。

Ⅳ．考察
　本研究の主な結果は以下の通りであった。

（１）教科目別では、国語よりも理科の方が、

自己有能感は有意に高かった。（２）実行機

能が高いほど、教科に対する自己有能感が

Table 5　実行機能と好奇心との相関係数

　 実行機能

　 Shifting 　 Updating 　 Inhibition

拡散的好奇心 0.640** 　 0.279* 　 0.277* 

特殊的好奇心 0.295* 　 0.006  　 -0.104  

注：*はp<.05   **はp<.01を示す。

Table 4　各教科目における好奇心と自己有能感との相関係数

　 好奇心

　 拡散的好奇心 　 特殊的好奇心

自己有能感

国語 0.004 -0.197

社会 0.213 0.070

算数 0.122 0.260* 

理科 0.486** 　 0.334**

注：*はp<.05   **はp<.01を示す。
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有意に高いことが認められた。（３）実行機

能と自己有能感の相関について、Shifting機

能では、社会、算数、理科の3科目の自己有

能感との相関が有意であった。Updating機能

では、国語、社会、理科の3科目の自己有能

感との相関が有意であった。Inhibition機能で

は、国語の１科目の有能感との相関が有意で

あった。（４）好奇心と自己有能感について

は、低好奇心者よりも高好奇心者の自己有能

感が強い傾向が見られた。（５）好奇心の下

位機能と各教科での自己有能感との相関係数

については、以下の通りであった。拡散的好

奇心では、理科との相関が有意であったが、

特殊的好奇心では、理科と算数の2科目の自

己有能感との相関が有意であった。（６）実

行機能と知的好奇心について、特殊的好奇心

はShifting機能との間において有意であった

が、拡散的好奇心については、Shifting機能、

Updating機能、Inhibition機能の全てとの間の

相関係数が有意であった。（７）低実行機能

群では、高知的好奇心者と低知的好奇心者の

自己有能感に有意な差は見られなかったが、

高実行機能群では高知的好奇心者よりも低好

奇心者の自己有能感の得点が有意に高かっ

た。これらの結果を中心に、以下の通り考察

する。

１）各教科の自己有能感と実行機能

　まず、自己有能感と実行機能の関係につい

て考察したい。自己有能感と実行機能につい

て、実行機能が高いほど、自己有能感も有意

に高くなることが認められた。これは予想と

一致した結果であり、実行機能が優れるほど

各教科の学習に対する自己有能感が高くなる

ことを示唆している。この理由として、実行

機能が高いほど、学校生活において子どもは

自分の判断や行動を自分でコントロールで

き、日常生活や対人関係などがより適切にで

き、授業場面でも問題解決場面での判断や決

断がスムーズにまた適切に行えるだろう。そ

のことから、各教科についての学習に対する

自信や自己満足度が強くなり、その結果とし

て、教科目に対する自己有能感が高くなった

と考えられる。この結果は、自己有能感を高

めるためには、親や教師など家庭や学校にお

いて、実行機能をより適切に支援し育てるこ

とが重要であることを示している。

　それでは、教科目に対する自己有能感を育

てるためには、実行機能の中のどの機能を高

めることが有効なのであろうか。Shifting機能

と自己有能感との相関では社会、算数、理科

の3科目で有意であり、Updating機能と自己有

能感との相関では国語、社会、理科の3科目

で有意であった。Inhibition機能では、国語の

１科目について有能感との相関が有意であっ

た。これらの結果から、実行機能のShifting機

能とInhibition機能を高めることが、自己有能

感を育てるために重要であることが推察され

る。すなわち、Shifting機能を強く持つことに

より、自分の持っている知識や法則にこだわ

るのではなく、新しいやり方を柔軟に受け入

れることが可能になり、教科目の学習や理解

にとって大変有効な機能である。Shifting機

能がうまく機能することで学習が促進され、

結果として自己有能感を高めるのだと考え

られる。また、Updating機能は、いろんな知

識や情報を能動的に受け入れる機能である。

Updating機能が高いほど、学習においても新

しい情報や知識を受け入れ、能動的にかつ内

発的動機づけによって学習できる。このよう

に、Updating機能が高まることで、広く知識

を習得し、自己有能感にとって重要であるこ

とを示唆している。

　また、実行機能と自己有能感との関係につ

いて、教科目によって結果が異なっていた。

Shifting機能と自己有能感との相関が有意な

科目は社会、算数、理科であった。Updating

機能と自己有能感との相関が有意な科目は国

語、社会、理科であった。Inhibition機能と自

己有能感との相関が有意な科目は国語だけで

あった。これらの結果についての解釈は困難

であり、今後検討すべき点であるが、以下

の可能性が考えられるだろう。Shifting機能

はルールを切り替える機能であり、社会、算

数、理科などの科目でのいろんな公式や考え

方を柔軟に取り込むことを促している可能性

があるのかもしれない。そのため、Shifting機

能が高いほど社会、算数、理科での自己有能
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感が高くなったのかもしれない。Updating機

能は情報をモニタリングし更新する機能であ

り、国語、社会、理科では、学習している内

容をモニターし、新しい情報や知識として取

り入れることが可能になっているのかもしれ

ない。そのため、Updating機能が高いほど国語、

社会、理科での自己有能感が高くなったのか

もしれない。Inhibition機能は優勢反応を必要

に応じて抑制する機能であり、国語を学習す

る際に既有の知識や考え方にこだわらず、新

しく知識やテーマに関する学習にも柔軟に理

解できたのかもしれない。このことにより、

Inhibition機能が高いほど国語の自己有能感が

高くなったのかもしれない。この解釈につい

ては、今後さらに検討する必要があるだろう。

２）知的好奇心と自己有能感

　次に、知的好奇心と自己有能感の関係につ

いて考察したい。知的好奇心については、分

散分析では主効果・交互作用で有意差は見ら

れなかったが、相関係数では、有意な相関関

係が見られた。拡散的好奇心では、理科の1

科目の自己有能感との相関が有意であった。

特殊的好奇心では、理科と算数の2科目の自

己有能感との相関が有意であった。これらの

結果から、特殊的好奇心のように各科目の授

業で知的好奇心を育てる学習環境を整えると

ともに、日頃の生活や活動においていろんな

ものに興味や疑問を持つような教育環境が、

自己有能感にとって重要であることが示唆さ

れる。このことは、子どもが自分の興味ある

学習内容を選択すること（高杉・田中, 2004）

やゲームや遊びを取り入れて学習に興味を取

り入れること（森沢、2005)で、子どもの自

己有能感が促進されたことを認めた研究結果

とも一致する。

　好奇心による自己有能感は、教科目によっ

て異なることが認められた。好奇心について

は、理科の拡散的好奇心と特殊的好奇心と自

己有能感との相関が有意に高かった。算数に

ついては、特殊的好奇心と自己有能感との相

関が有意に高かった。しかし、国語や社会で

はどちらの好奇心との間の相関は有意でな

かった。なぜ理科と算数の自己有能感と好奇

心との相関が高かったのであろうか。この理

由として、国語や社会に比べ、理科や算数は

公式を使って解答に導くことが多いなど、問

題解決への道筋が分かりやすく明確である。

そのため、好奇心が強い子どもほど、問題解

決への道筋が分かりやすく明確な科目に対し

てより強い動機づけを持つとともに、自己有

能感が強かったのかもしれない。

３） 自己有能感に対する実行機能と知的好奇

心の影響

　自己有能感に対する実行機能と知的好奇心

の影響について考察したい。自己有能感に対

する実行機能と知的好奇心の相互作用につい

て、低実行機能群では、高知的好奇心者と低

知的好奇心者の自己有能感に有意な差は見ら

れなかったが、高実行機能群では高知的好奇

心者よりも低好奇心者の自己有能感が有意に

高かった。この結果は、実行機能と知的好奇

心が高い者ほど、自己有能感が低いことを示

している。この結果が生じる理由については、

今のところ明確ではない。一つの可能性と

して、冷静に行動し思考でき（高実行機能）、

いろんなことに興味や関心を持つ（高知的好

奇心）傾向が強いと、科目の学習への期待に

比べ興味が満たされず学習意欲が低下し自己

有能感が低くなるのかもしれない。
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